
 
 
 

LUZ の熊野古道案内 

 

2009 年 7 月 上 

               7 月 1 日 ～ 11 日  
 
 

je2luz.exblog.jp  
 

 

目次 

２００９年 7 月 

 
7 月 １日 知らない間に消えかけている・・・棕櫚 
7 月 ２日 『熊野古道』歩きの弁当 1 やまか 
7 月 ３日 熊野古道歩きの弁当 ２ 中西食堂 
7 月 ４日 熊野名物 こんなのあったなあ・・・豆板 
7 月 ５日 月例 熊野市報より 想定外？ 
7 月 ６日 世界遺産登録 5 周年 イベント 三重県 
7 月 ７日 世界遺産登録 5 周年記念 イベント つづき 
7 月 ８日 三重県と熊野 セントレア 
7 月 ９日 もう一本の海上アクセス 国道４２号線 
7 月１０日 探せば見つかる 大正・昭和 
7 月１１日 今日からお祭り？ 
7 月１２日 熊野古道歩きの弁当 3 まつ家鮨 
7 月１３日 熊野古道歩きのお弁当 ４ かね久 
 

 



2009 年  07 月  01 日  

熊野の旅 知らない間に消えかけている・・・棕櫚  

 田舎の生活はずいぶん変質しました。 
 高度成長期に入った頃から、「自給自足」の生活が段々薄れてきました。 
 学園紛争当時の全学連のアジ演説では無いですが…「きゃつらのー 帝国主義的イ

ー 陰謀によってえー」 かも知れませんが、農業自体も資材や肥料も自給すること

がどんどん減って、「農協」の勧める「金を払えば手に入る物」に切り替わってゆき

ました。 

 
 山間部の２反や３反の百姓では耕運機・稲刈り機・田植え機…とものすごく高い農

作機械から肥料に荒縄まで、供出した米の売り上げで払えるはずはありません。 
 それでも、買わないといけないような空気ですから、借金をしてまで皆さん買って

いました。 
 その穴埋めは… 
 副業の山働きなどの現金収入をつぎ込む人が多かったですね。 
 信じられないほど良く壊れ、信じられないほど新型切り替えの早い農機具に民百姓

は泣かされたものです。 
 かくして、「株式会社・農協」と呼ばれた巨大組織は一時期大もうけしたのです。 
 言葉巧みに、百姓から金を巻き上げていたわけで、結果としては「お代官様」とあ

まり変わらなかったのかもしれません。 

 
 自給してきた農作業資材の中で『荒縄』は作るのは簡単ですが中々きれいに出来な

いし、ものすごく手が荒れるし…早々と機械で作った物に変わりました。 
 もう一つ、縄の類でよく使われていた、「シュロ縄」も牛が居なくなった頃に使わ

れなくなりました。 
 牛が居た頃は、牛に引かせる「からすき」のロープだとか、牛をつないでおくロー

プは『シュロ縄」でした。 
 「シュロ縄」は名前のとおり『棕櫚』から採れる繊維で作られていました。 
 非常に丈夫で重宝した物です。 



 

 この、スクッと立っているのが『棕櫚・棕櫚椰子』です。 
 天辺の方に幹を守るように繊維が絡まった物が幾重にも張り付いています。 
 それを剥がして繊維をほぐし、縄にするのです。 
 高い木にはしごを掛けて剥がし保管して、必要な時のほぐして使いますが、剥がす

のは怖いし、ほぐすのはホコリだらけだし、縄をなうのは手が荒れるし…決して楽し

い仕事ではありませんでした。 
 でも、大事な資材でしたから、こんな『棕櫚の木』は一軒の家に一本か二本植えら

れていた物です。 
 この辺りの『田舎の風景』にはつき物だったのですが、気が付いてみるともうほと

んど残っていません。 
 私の家のも無かったし、私の育った集落、「平」には一本もありませんでした。 
 棕櫚の木の写真を撮るのに捜さなくてはならないなんて… 
 田舎も変わった物です。 

 
 そうそう… 
 一時期は羽振りの良かった農協も、こんな田舎では休耕田、廃耕田だらけになって

きてもう農機具も売れなくなりすっかり落ちぶれたようです。 
 一杯あった農協の支所も廃止廃止で地域の生活も不便になっているようです。 
 「協同組合」ではなく「株式会社」と言われたくらいですから、田舎を見捨てるの

も当たり前ですけどね。 

  
Tags:熊野市 昭和                     by je2luz | 2009-07-01 10:10 | 

 

 

 

 

2009 年  07 月  02 日  



熊野の旅 『熊野古道』歩きの弁当 1 やまか  

 熊野古道を歩くには「弁当」と「飲み物」が必要なことが多いです。 
 昔なら、家から弁当を仕込んでくることもあったでしょうが、最近は何処の町にで

もコンビニや弁当屋があるので現地調達する人が増えているようです。 
 それも、何処にでもあってほぼ同じ物が売っている「コンビに弁当」を選ぶ人が多

いようです。 
 食堂でも、現地だけの店に入らないでチェーン店に入る心理と同じなのでしょうね。 
 うまい、まずい…よりは「慣れ親しんだ」という安心感を選ぶのだと思います。 

 
 熊野といえば「さんま寿司」「めはり寿司」と、言うことなのですが、熊野に展開

するコンビニ「サークルＫ」ではさんま寿司の扱いは無かったのではないでしょう

か？ 
 熊野古道・松本峠へ向かう道筋で、熊野名物「さんま寿司」「めはり寿司」が手に

入るお店に『やまか』さんと言うお惣菜屋さんがあります。 
 このお惣菜屋さんはかなり古いお店で、私が高校時代には営業していました。 
 ここの品物はスーパーや移動販売車にも卸されていて、この地方では結構広く知ら

れているものです。 

 
 写真は『やまか』さんの記念通り店です。 
 熊野市駅と松本峠を結ぶメインストリートにあります。 
 ここの店は、記念通りを作った時に残された、奥行きの全く無い土地に建物を建て

てお店にした物です。 
 ４軒ほどあるのですが、この「やまか」さんのところは、ショーケースの後ろには

ほとんど空間が無いくらいです。梅田地下コンコースの店より厚みがありません。 
 このように、ショーケースだけの店で、工場で仕込んだ物を運んできて売っていま

す。 
 基本的には「お惣菜」がメインですが、定番商品に『さんま寿司』もあります。 
 もう一つ、紀州の名物…意外と宣伝されていない『昆布巻き・こぶの寿司』もあり

ます。 
 『昆布』を独占していた浪花がそばにあったから発達したのでしょうが、「寿司昆



布」と言う、少し薄く削ったコンブを味を付けて戻し、海苔巻きのように寿司飯をま

くのです。 
 出汁にする昆布を主役にした巻き寿司です。 
 昔は一般家庭でも普通に作られていた物です。 

 
 駅から松本峠に向かう右側にあります。 
 こんな風に、ショーケースが歩道に向かって据えられているので見落とす心配はあ

りません。 
 ただ、おいてある量があまり多くないのがちょっと心配です。 
 売り切れていたら、少し引返せば他にもすし屋さんがあるし、スーパー・オークワ

にも弁当があります。 

  
 『熊野古道』は田舎の山道です。兵糧の調達は計画的に行ってください。 
 ジュースの自販機すら、里を歩いているうちしかありませんからね、 

  
Tags:熊野古道 熊野の味 モノクロ            by je2luz | 2009-07-02 11:00 | 

 

 

 

 

2009 年  07 月  03 日  

熊野の旅 熊野古道歩きの弁当 ２ 中西食堂  

 去年までは国道沿いに「かまどや」と言う「ほかほか弁当」があって、色んなほか

ほか弁当が手に入りました。 
 今式に言うと、弁当とはそんなイメージの方が強いのでしょうね。 
 その店も、コンビニの進出やスーパーの２４時間営業などで客が減って今では閉店

してしまいました。 
 地元で「ご飯を作るのが面倒だから…」などといったときは「ほかほか弁当」も良

いでしょうが、せっかく『熊野古道』を歩きに来たのですから、「熊野らしい弁当」

を食べた方が似合うでしょう。 
 昨日の「やまか」さんのある記念通りは熊野のメインストリートです。 
 同じ並びで、30ｍほど松本峠よりにも、写真のような看板が出ています。 



 

 『田舎寿司・中西食堂』と言うお店です。 
 当然、熊野名物「さんま寿司」も置いてあります。 
 残念ながら、この店には一度も入ったことが無いし、ここの寿司も食べたことはあ

りません。 
 でも、全く土着の店ですから、「木本流のさんま寿司」を売っているはずです。 
 多分、テーブルも置いてあるでしょうが、小さな店ですから一組か二組で一杯でし

ょうね。 
 元々、「さんまの寿司」なんてのはそんなに数が売れるものではありません。 
 家庭料理だったわけですからね。 
 この辺でも、「寿司を食う」と言えば、「江戸前寿司」のことになります。 
 「田舎寿司」は「すしを作る」と言うことだったのです。 
 ６０代位から下の女の人では、「さんま寿司」「ウルメ寿司」なんて作れる人は少な

いですが、その上の年代の人たちは、『出来て当たり前』みたいなものだったのです。 
 『さんまの寿司』が無くては、正月が来なかったのですからね。 
 年末が近づいた時に、さんまが捕れなかったり、捕れても油が乗っていたりすると、

「寿司が作れん！」「寿司菜が無い！」と、大騒ぎになった物なのです。 
 いまでは作る人も減ったし、冷凍技術の進歩で「油の無いさんま」が保管されてい

ますしね。 
 そのおかげで、「熊野名物・さんま寿司」がこうして看板にも掲げられ、年中食べ

られる訳です。 
 生しか使えなくて、寿司向きの物が揚がった時だけ…なんてことにしたら、１２月

頃から３月頃まで…それも、飛び飛びにしか食べられ無い「幻の名物」になってしま

います。 
 「生ものの名物」なんてのは「冷凍技術の進歩」に支えられている物がほとんどで

すね。 

 
 こうした「田舎寿司」の類には高い物はありません。 
 その代わり、豪華な折箱にもおさまっていません。 
 中身を売るために何とか入る物に入れる…と言う発想です。 



 偉いコンサルタントとかが来ると、「パッケージに金をかけて…」と指導してくれ

ますが、百貨店の名店街で売るわけでも無し…めったに通らない「熊野古道歩きの人」

と「地元のファン」相手なのですからね。 
 箱代が１００円近く掛かるようなパッケージに入れろとは… 
 そりゃあ、格好付くでしょうけどね。 
 と、言うことで、あまり立派な入れ物に入っていない物が多いですが、『田舎流の

田舎寿司』をご賞味ください。 
 ags:熊野の味 昭和 モノクロ            by je2luz | 2009-07-03 10:18  

 

 

 

 

2009 年  07 月  04 日  

熊野の旅 熊野名物 こんなのあったなあ・・・豆板  

 昨日の「中西食堂」の隣に「志ら玉」と言う看板の店があります。 
 この「志ら玉」の「志」は変体仮名の「し」だと思います。 
 元々、昔の木本には『志ら玉饅頭』と言う銘菓があったのです。 
 本町関船町にお店があり、屋号も「志ら玉屋」と言っていました。その隣が「喜多

館」と言われる旅館でした。 
 私が子供の頃にはもうそこでは「白玉饅頭」は作っていませんでしたね。 
 商品名を譲渡した形で他の饅頭屋さんが作っていました。 
 お汁粉などに入れる『白玉』ではなく、お茶などで使う白い『じょうよう饅頭』に

近いものだったようです。 
 この辺りには、『茶の湯』の文化はありません。 
 自分達はもちろん、お客さんにも『炊き出し番茶』を出すところですから、そうし

た饅頭も番茶と一緒に食べたのでしょうね。 

 
 私が子供の頃、木本名物に、『志ら玉』のほかには、『鬼瓦』と言われるせんべいと

『豆板』がありました。 
 『鬼瓦』は「鬼ヶ城」の名前に由来する物で、大きな煎餅だったと思います。 
 『豆板』は半分溶かした砂糖に甘納豆のような豆を入れた煎餅状の砂糖菓子です。

甘い物の少なかった時代には喜ばれたのでしょう。伊勢名物の『生姜糖』をはじめと

して、全国にこうした砂糖菓子が名物としてありましたからね。 
 なんといっても、砂糖の塊なので、防腐剤・防湿剤・防カビ剤などなしで日持ちし

ますから、みやげ物に向いていたのでしょう。 
 しかし… 
 こんな砂糖の塊、戦時中や戦後すぐには作れなかったでしょうね。 
 饅頭の餡は「サッカリン」でごまかせても『豆板』『生姜糖』はごまかせないでし

ょうからね。 



 

 こうして店先に並べられているし、減っているので売れているのだと思います。 
 ７０代くらいになると、『懐かしい…』と、手に取られる方も居られるかと思いま

す。いかにも田舎風で泥臭く素朴なお菓子です。 
 カロリーたっぷり・・・山で遭難した時に一枚あれば三日やそこいらは十分食料に

なりそうです。 

 
 『大豆板』と書いてありますが。「だいずいた」ではありません・ 
 『おお・まめいた』です。 
 隣にあるのは、『田舎羊羹』だと思います。 
 あまり硬くしていない、「生」の羊羹です。 
 甘さは控えめ、豆粒も入っているやつだと思うのですが、この辺の饅頭やさんでは

作っています。 
 これは「駿河屋さん」「虎屋さん」「米屋さん」の羊羹のような立派な箱には入って

いません。 
 ラップを巻くのがせいぜいです。 
 したがって、そんなに日持ちがしない物ですね。 
 これも、日本中に饅頭屋があった頃には何処の町でもあったくらい、ポピュラーな

田舎菓子だったのですが、ずいぶん減ったでしょうね。 
 これまた、６０代くらいからの人は、『懐かしい…』と手にするものです。 

 
 記念通りを通りかかったら、一つ買っていって七里御浜でおやつはいかがですか？ 
 松本峠から木本を抜けて獅子岩・花の窟神社まで歩けば、『大豆板』の一枚や、『田

舎羊羹』の一本位食べてもカロリーオーバーにはならないでしょう。 

  
 『やっぱり熊野は田舎じゃった…昭和のままじゃった！』と、感じられたらここに

来た価値があるのではないでしょうか？ 
Tags:熊野の味 昭和 モノクロ              by je2luz | 2009-07-04 09:10 

 

 



 

 

2009 年  07 月  05 日  

熊野の旅 月例 熊野市報より 想定外？  

 先月の熊野市報の人口動態ではものすごい数の人口・世帯数減があり、毎年の近大

高専（熊野高専）の卒業などの影響で、今月発表文は新入生の転入もあり持ち直すと

言う予測していたのですが、現実は甘く無かったです。 
 先日、近畿大学がこの近大高専の閉鎖もしくは移転を模索中との発表がありました

が、今年は定員割れはしているでしょうけど募集はしたはずです。 
 廃校の方針が決まれば応募者も急減するでしょうけどね。 

 
   人の動き  平成２１年５月１日現在 

 
  人口   20.464  （-47） 
   男     9.530  （ー23） 
   女    10.934  （－24） 
  世帯数  10.031  （-20） 

 
 と、言う数字です。 
 まあ、コンスタントに減り続けるのは当たり前の話なんですけどね。 
 人口の年齢別グラフが原爆きのこのような頭でっかちになったのはもう何十年も

前なので、こうなって当たり前です。 
 人口動態に関しては熊野市などは『先進地』ですからね。 
 あと、１５年もすると日本国がこうなってくるわけです。 

 
 今月号に乗っている「おくやみ」の欄の年齢構成を見ると最高齢が１００歳で９０

歳代が６人も居ます。 
 人口が人口ですから結構な数です。 
 戦後一貫して伸びてきた平均寿命の伸びも止まりかけています。 
 長生きするようになったと言うことは、長く生きている人の寿命分、人口の減少が

遅らされていると言うことです。 
 昭和３０年当時の感じだと、30％をはるかに越えてきた６５歳以上の老齢者、熊野

市では７０００人近くのうちで半数くらいはすでに死んでいてもおかしくないので

す。 
 つまり、今のように若い人が居ないなら、人口は更に３０００人ほど少ないはずな

んですよね。 
 長年、年寄りが死ななくなったと言う積立預金で人口減が隠されてきたのです。 
 ここへきて、伸びが止まったので預金の食い潰しが始まりました。 
 こればっかりは、始末して長く食いつなぐなんて、医療費の垂れ流しになるので不

可能ですよね。 
 それに、無理やり食い止めて意味があるのかどうかも不明です。 



 ここは素直に受け入れて… 
 『幽玄の地』は『幽玄』に… 

 
 今月号の「広報熊野」の表紙は、熊野市の「市花」の『ささゆり』が載っています。 
 清楚で薫り高い花で、熊野の山には沢山自生していました。 
 これも、少し過去形になりつつあります。 
 世間で言う、「自然が破壊されたから…」ではなく。都会の人の好きな「野生が戻

ってきた」からなのです。 
 いつの時代からか、いのししや鹿が茶碗蒸しを食べるようになったのか。「ゆり根」

を食べるようになったのです。 
 と言うより、「ささゆり」が自生していた「里山」が荒れて成育しにくくなったの

に拍車をかけるように、動物が里に下りてきて住み付くようになったからです。 
 更には、「頭の黒い都会の猿」が採ってはならない「笹ゆりの根っこ」を引っこ抜

くからです。 
 日本には『花泥棒は泥棒では無い』なんて間違った考えもありますからね。 
 『熊野古道』沿いもこれからの季節、むせ返るような匂いに包まれ、白くかすむほ

どの「ささゆり」が咲いた筈なのですが、ずいぶん減っています。 
 街中では「人間の花」でさえ簡単に摘んじゃったり散らしちゃう時代ですから、「や

まゆり」くらいは当たり前なのでしょうかね。 
 それに、遠くから見ていれば「いのしし」や「鹿」や「熊」が一杯になってきたら

うれしいでしょうね。 
 でも、田舎の人は「坂田の金時」ではないのです。 

 

Tags:熊野古道 熊野市 モノクロ      by je2luz | 2009-07-05 11:00 | 

 

 

 

 

2009 年  07 月  06 日  



熊野の旅 世界遺産登録 5 周年 イベント 三重県  

「紀伊山地の礼状と参詣道」 
  世界遺産登録５週年記念事業 
 三重県曰く… 
  「県では世界遺産である熊野古道を生かした地域つくりを進め、集客交流等によ

り地域を活性化する取り組みを行ってきました。 
 今年、世界遺産登録５周年を迎えるにあたり、県民の方々をはじめ、わが国ひいて

は世界の方々に熊野古道の魅力をお伝えし、楽しんでいただくため、熊野古道国際会

議や伊勢路のウォークなど、さまざまな５周年記念事業を行っていきます。」     

…だそうです。 

 
 これは「県政だより みえ」 ７月号のトップ記事です。 
 こうした官製イベントの何たるかは述べません。 
 中身を転記して、PR にあい努めさせていただきます。 

 
[伊勢路リレーウォーク] ９月～１２月 
 語り部の案内により熊野古道や地域の歴史文化が学べます。地域の皆さんとの交流

も楽しめます。（参加費 1500 円／1 大会あたり） 
  伊勢・奥伊勢大会 
    9 月 26 日 27 日  10 月 3 日 4 日 
  奥伊勢・尾鷲大会 
    10 月 10 日 11 日 
  尾鷲・熊野大会 
    10 月 17 日 24 日 25 日 
  熊野大会 
    12 月 5 日 6 日 
   イラストマップ・スタンプ帳をプレゼント 

 
[平成の熊野詣] 7 月～9 月 
  期間中、お好きなコースを歩き、熊野古道伊勢路約 170Km の党派にチャレンジ

してください。 
   イラストマップ・スタンプ帳をプレゼント 

 
[その他各地の古道ウォーク] 
  三県（三重・和歌山・奈良）連携ウォーク 
  語り部と歩く古道ウォーク 
  民間企業と連携した環境ウォーク 
  JR さわやかウォーク 

 
 
 地域別で見ると… 

 



[尾鷲市内（熊野古道センター）] 
●企画展「熊野を結ぶ 5 本の道ｰ紀勢線全通 50 周年記念」 
        7 月 4 日～9 月 6 日（始まっています） 
●谷川真理さんとゆっくり熊野古道をあるきませんか 
        7 月 4 日（終了） 
●「語り部友の会」10 周年記念講演会・記念ウォーク 
        7 月 19 日 
●熊野古道国際交流シンポジウム尾鷲 2009 
        10 月 31 日 

 
[熊野市内] 
●世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」三県協議会 
         7 月 7 日 
●西村京太郎さん講演（対談） 熊野市民会館 
         7 月 15 日 
●有森裕子さんとゆっくり熊野古道を歩きませんか 
         8 月 2 日 
●みえ熊野学ウォーク 
         11 月 22 日 

 
[伊勢市内] 
●世界遺産国際交流シンポジウム伊勢 2009 年 
         11 月 1 日 
●イコモス文化の道委員会 2009 年総会 
         11 月 2 日 
  [首都圏] 
●熊野古道文化講座（熊野古道をはじめとする東紀州の魅力を毎月発信） 
●三県連携シンポジウム（東京・大阪） 

 
 だ、そうです。 
  私では詳しいことは分かりませんから、お問い合わせは… 
  三重県庁 政策部 東紀州対策局 東紀州対策室 
    電話 059－224－2190 
    FAX 059－224－2418 
    メール hkishu@pref.mie.jp 

HP http://www.pref.mie.jp/D1HKISHU/ 
 
 の方でお願いします。 
 そんなに一杯になるとは思いませんので参加できるとは思いますが、何しろ遠い僻

地ですから、当日ふらりと来て入れないと困りますからね。 
（一杯になるくらいなら税金を投入する価値も少しはあるし、ちょびっとは活性化に

役立つのですけどね） 



 

Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ    熊野市駅     by je2luz | 2009-07-06 10:51 



2009 年  07 月  07 日  

熊野の旅 世界遺産登録 5 周年記念 イベント つづき  

 昨日に続き、「紀伊山地の霊場と参詣道」の世界遺産登録 5 周年記念イベントの続

きで、熊野市の分をもう少し詳しく書きます。 

 
 熊野古道にぎわいフェスタ くまのには○○がある 
   7 月 11 日 12 日 
   場所 木本町記念通り 本町通り 極楽寺特設ステージ 市民会館 ほか 

 
  くまのには味がある 
   ○いこらい市 11.12 日 
   ○木本古道文月の市 11 日 
   ○ビアガーデン 11 日 
   ○茶がゆ＆木本の干物ふるまい 11 日 

 
  くまのには音がある 
   ○天理教鼓笛隊演奏 11 日 
   ○寄せ太鼓コンテスト 11 日 
   ○なつかしの映画＆アニメ映画上映 11・12 日 
   ○ソーラン踊り 

 
  くまのには歴史がある 
   ○歩いて巡る世界遺産スタンプラリー＆抽選会 11・12 日 
   ○古道衣装「着てみて・撮ってみて」 11・12 日 
   ○行灯店頭 11 日 
   ○獅子岩、花の窟ライトアップ 5～12 日 

 
  ほかにも 
   ○熊野かるた大会 12 日 
   ○体験コーナー 11・12 日 



 

 
 更にもう一つ・・・ 
 かつて、『リゾート法』なんてバブリーな法律が出来た時に無理やり青写真を作り、

採算の見込みも無く民間企業の参入も無く上手く消えていた、「リゾート施設」が突

然復活して強行されて施設も完成します。 
いやいや、こんな書き方をしてはいけませんね。 
 地元が 20 年間も待ちわびた観光事業の目玉施設が完成します。 

 
    紀南中核的交流施設 7 月 17 日 グランド・オープン 
  『里創人 熊野倶楽部』 
   紀南地区（熊野市金山町・御浜町志原）に、新しいタイプの体験交流型リゾー

ト施設が誕生します。 
   熊野の自然を背景に、人や自然との出合を大切にする旅がお楽しみいただけま

す。 
        ・・・・・・と、三重県が言っております。 

 
 官主導で企画し、運営は民間という物です。 
 まあ、キャッチフレーズを見ても分かるように、『文化人』的というか… 
 私などにはすわりの悪い感じの企画がずらりと並ぶようです。 
 へそ曲がりではない人にはぴったり来るかもしれませんから、ぜひ、覗きに行って

みてください。 
 そのうちに写真でも撮ってきて紹介するかもしれません。 
 契約では何年間かはその会社が運営しなくてはならないようですからね。 
Tags:熊野市 世界遺産 モノクロ             by je2luz | 2009-07-07 11:35 

 

 

 

 

2009 年  07 月  08 日  



熊野の旅 三重県と熊野 セントレア  

 今日は県知事の野呂さんが熊野にこられているはずです。 
 お殿様がこられると言うチラシが先日入っていましたからね。 
 この知事さんは宮崎の知事さんとは違い国政の方から地方に来られた方です。 
 代議士時代は三重県二区と言うことで守備範囲が今の半分でしたからちょくちょ

くこちらにも顔を見せていたのですが、最近は回数が減っているようです。 
 親父さんの跡をついで代議士になった世襲議員の一人だったのですが、まあ、真面

目さがとりえといった人でしょうね。 
 前の知事さんの北川さんが三重県一区の代議士から知事になったのに比べ野呂さ

んは二区の代議士からなので、「北主南従」と言われる三重県政の中で、珍しく南の

方を少しは知っている知事さんです。 

 
 『熊野古道』を『熊野三山』や『大峰山』『高野山』などと一緒にして『紀伊山地

の霊場と参詣道』なんてとんでもなく広い世界遺産を作り出す運動をしたのが、先代

の『北川正恭 知事』（現早大教授）ですが、その広げた大風呂敷の面倒を見るのに今

のお殿様「野呂昭彦知事」はおおわらわのようです。 

 
 『世界遺産』は余分な公共事業を貼り付けるのにも使われていますが、ものすごく

目立って赤字が表面化するものは少ないです。 
 それに、元々金になる事業ではないですからね。 

 
 時を同じくして、登場した物に、『中部国際空港・セントレア』なんてのがありま

す。 
 何でわざわざ、「セントレア」なんて名前をつけなくてはならなかったのか？？？

偉大なる田舎、名古屋の発想なのでしょうかね？ 
 その。たかが飛行場に対する交通手段…アクセスと呼ばないといけないようですが

…に、三重県側では何と４箇所から伊勢湾横断の航路が計画されたのです。 

 
 前にも触れましたが、確かに飛行場は伊勢湾の向こう側に浮かんでいますから、陸

路ならぐるっと回らなくてはならないのです。 
 でも・・・三重県の人口は２００万人しか居ません、 
 そのうちの何割かは『関西国際空港』へ回ります。「関空」も不便なところですが、

「セントレア」とそんなに気分的に遠いところではないのです。むしろ、近く思う人

もいるのです。 
 県の北部、伊勢湾の一番奥のほうなら天候に左右されない陸路の方が楽です。 
 それに、航路の発着都市が、「四日市」、「津」、「松阪」、「伊勢」だったのです。 
 まさに各駅停車並みに並べたわけです。 
 他府県からの見込み客はほぼゼロですから、誰がどう計算しても客は居ないはずな

んですけどね。 
 それでも、『コンサルタント会社』なんてのは、「出来る方向」の報告書を書きます。 
 かくして、全航路着手…北の三本はセントレア開港の頃に運行を開始しました。 
 そして、北の端、「四日市航路」は早々と撤収しました。 



 南の端「伊勢航路」は桟橋、待合所など作ったけど運行を引き受ける船会社も無く、

頓挫しました。 
 今運行しているのは隣り合わせの「津航路」と「松坂航路」です。 
 これも統合しないと無理なようです。 
 こんな事業は各所のお代官様の計画ですが、お殿様の管轄、藩のお金もつぎ込んで

います。 

  
 こうした航路の計画の基礎になる見込み客の中には、この辺、東紀州の住民の海外

旅行なども入っていますが、世界中から押しかけてくる『世界遺産見物の観光客』も

入っていたようです。 
 たまには外人さんの姿も見かけますが、大体、世界遺産になる前から、この辺まで

下りて来る外人さんは、リュックを背負っていかにも金のなさそうな若者が多いので

す。 
 その姿も、近年の円高でずいぶん減っているように思います。 
 日本人でも、熊野まで来て『熊野古道』を歩くより…民宿に泊まって新鹿海岸で泳

ぐより…グアム島やセブ島に行ったほうが安いとかで中々若い人が来ないのに、海外

からはねえ… 

 

Tags:熊野古道 世界遺産 モノクロ            by je2luz | 2009-07-08 11:24  

 

 

 

 

2009 年  07 月  09 日  

熊野の旅 もう一本の海上アクセス 国道４２号線   

 昔は東海道は木曽三川とかを渡るのが大変だったこともあり、桑名辺りは伊勢湾の

一番奥を船で行き来したようです。 
 大きな橋が掛けられるようになってからは一般人が波静かな伊勢湾を船で渡るこ

とも無くなりました。 



 船って一杯積めるけど、陸路がよほど遠回りで無い限りは時間が掛かることになり

ます。 
 それに、自分の好き勝手な時間に渡ることも出来ないですしね。 
 その弱点が「セントレア・中部国際空港海上アクセス４航路」の最大のネックです。 
 陸の方も、昔の国道１号線と２３号線しかなかった時代ならいざ知れず。伊勢湾沿

いには東名阪に伊勢湾岸道路まで平行に走っていて、やや道路過剰状態ですからね。

２３号線にいたっては一般道路なのに名古屋市内で 100Km ほどの速度で突っ走れ

る代物です。 
 船がものめずらしい人以外は陸路になっちゃいますね。 

 
 伊勢湾を横切る航路ではうんと古くからがんばっているのが伊勢湾フェリーです

ね。 
 この辺から見ればもっと大事に思わなくてはならないフェリーなんですけどねえ

… 
 なんといっても、紀伊半島の生命線の『国道４２号線』の一部に組み込まれていま

すからね。 
 今の４２号線は起点が浜松ですからね。 
 浜松から渥美半島に入り、突先の「伊良子」から先は海上が「国道」なのです。 
 昔は国鉄の線も『宇高連絡船』『青函連絡船』なんてので海上に路線がありました

が、橋も無い海上に国道があるのも珍しいでしょう。 
 これは、伊勢湾口架橋のために無理やりこんなことをしたのが見え見えな物です。 
 ある日突然、終点の津へ行くのよやめて、松坂から国道２３号線を併用と言う形で

逆方向の伊勢に向かいました。そして、国営の連絡船があるわけでもない海上を組み

込んで渥美半島へ…そして浜松が終点になったのです。 
 こうすれば、『二桁国道なのに橋が無いから途切れている！』」と言う口実が出来る

からです。 
 でも、この『伊勢湾口大橋』を待ち望んでいる人ってほとんど居ないのです。 
 地元伊勢の人でも、漠然と「あったら良いのに…」と聞かれれば答えるだけで、「あ

ったらこう変わる」なんて物はありません。 
 土建業でも、本当は、「こんな巨大事業は俺らには関係ない」と思っています。「少

しはおこぼれに預かれるかも知れんけど」程度ですからね。 



 

 と言うことで、昔なら『130』くらいの表示になるはずの我が家の前が『243.1』
となっています。 
 浜松の国道一号線との分岐点から 243.1Km と言う事です。 
 今は皆さんこのルートではなく伊勢湾を回るコースで東京に向かいます。 
 東京までのちょうど中間点くらいが浜松です。 
 伊勢湾口に橋が掛かったとして、距離にして４０Kmほど近くなるのでしょうかね。 
 でも、渥美半島側の道路が今の４２号のままでは時間の短縮にはあまりならないで

しょうね。 
 かといって、第二東名まで作るようになっている時にここの道を作っても… 
 それに、もっと先を見た時に日本でそんなにトラックが走り回るでしょうかね。 

 
 橋が掛かれば少しの間。「橋を渡るために走る」客は増えますが、それが来なくな

ったら… 
 広すぎて何も見えない伊勢湾の入り口の橋だし、パ－キングになる島も無いし… 
 セントレア以上に風が強いし… 
 でも… 
 この橋は出来る見込みがありません。 
 これを作るほど日本の官僚も馬鹿ではないと思うのですがねえ… 
 でも、計画があるのですからある時突然予算が付いたりするかもしれませんね。 
 そうすれば、紀伊半島にも関東から観光客が押すな押すなと… 
 みたいな説明は２０年ほど前に聞いた覚えがあります。 
 いまは『世界遺産』も増えたのですから、大変な賑わいになるのでしょうね。 
 でも、どこを押せばそんな答えが出るのでしょうね？ 
 やっぱり東大出の高級官僚や作文の旨いコンサルタントには私のような凡人では

勝てません。 
Tags:世界遺産 国道４２号線 モノクロ        by je2luz | 2009-07-09 11:24 

 

 



 

2009 年  07 月  10 日  

熊野の旅 探せば見つかる 大正・昭和  

 田舎の町、戦災にあわなかった田舎町では大正時代や昭和前期の建物などが結構残

されています。 
 と、言うより、残っている物の方が多い町もあるのです。 
 木造住宅は都市部の粗悪な住宅以外なら百年くらいはもって当たり前のものです。 
 でも、生活様式の変化などで使いにくくなるし、屋根の葺き替えなど維持費もかさ

んでくるので建て替えられてしまうことがあります。 
 私も古い町屋で過ごした時代があるので、いかに住みにくいかを体験した者です。 
 ある程度年をとったら、その住みにくさも段々苦にならなくなり、育って守ってき

た『家』の大事さが分かってくるのですが、若くて、まだまだプライベートも欲しい

時代には、「町屋」は本当に嫌な物なのです。 
 建物が大きく見えても、図体が大きいだけで、空間的には全部が一つみたいな物が

多いからです。 
 クーラーも無かった時代、兼好法師じゃないですが、『夏を旨とした建物』でした

から、前から裏まで開け放して風を通せるようにしてありましたからね。 
 つまり、全部屋開け放して風を通すと言うことです。 
 生活の知恵で、夏場はその間仕切りのふすまや障子をヨシズの入った、今で言うな

ら「網戸」のような物に変えていました。 
 つまり…隣の部屋が見えると言うことです。声も音も聞こえます。 
 おまけに、三世代同居なんて当たり前でした。 
 それでも、今より沢山子供は出来ましたが… 

 
 テレビなどでは、京都の町屋を『よく出来ている』と取り上げますが、確かに町屋

はよく出来ています。 
 間口の狭い敷地を旨く利用しています。 
 観光客には受けるでしょうね。 
 でも、あそこであなたが暮らすとしたら… 
 ある程度年も食って「文化人」になった人はある意味人間ではなくなってきていま

すから、それも楽しいのでしょうけどね。 
 かくして、田舎の町屋はかなり減っています。 
 最初は住み難いので、跡取りが郊外に住んだりして建物が守りされなくなりました。 
 そして、今は、住民自体が居なくなって消え始めました。 
 でも、これも仕方ないことでしょう。 
 町自体が消えるかもしれないのですからね。 

 
 今なら、町を歩きながらきょろきょろすると。表だけは改修されていても、わき道

側とかには、大正期や昭和前期の様式そのまま残された建物がまだまだ残っています。 
 下の建物は、『旧・木本町役場』だった物です。 
 この壁と、窓の閉まった二階部分の内側だけが当時のまま残されています。 



 表側と一階の内部は雑貨屋さん『丸太商店』になっていますから、面影はありませ

んけどね。 
 すぐ前を『熊野古道』を歩く人が通り、この道を地元の人も通るのですが、こうし

て見上げる人もほとんどありませんし、ここが「役場」だったことを覚えている人も

居なくなってきました。 
 もっとも、私も知っているのは『丸太商店』になってからです。 

 

Tags:昭和 熊野古道 モノクロ              by je2luz | 2009-07-10 09:40 



2009 年  07 月  11 日  

熊野の旅 今日からお祭り？  

 先日掲載した、『熊野古道世界遺産指定 5 周年』のイベントが今日と明日開かれま

す。 
 梅雨の明けない時期ですが、今年の梅雨は、いわゆる梅雨らしい長く降るタイプで

はなく、降る時は土砂降りと言うタイプですから、今日も今のところ晴れたり曇った

りです。 
 今日のメインは、『熊野古道にぎわいフェスタ』のオープニングセレモニーと「い

こらい市」「ビアガーデン」らしいです。 
 私は、肝心の「オープニングセレモニー」などが大嫌いな方です。 
 どうせ、プロ…田舎のプロ…セミプロ？？？みたいなのが、会場とかけ離れたハイ

テンションな声ではしゃぎ、市長さんなどの挨拶などが続き、仕込みの聴衆がぱらぱ

らと…と言った物だと思いますからね。 
 取材のマスコミは会場の空席が写らない様に… 
 まあ、私もその立場のカメラマンなら、いかに一杯だった様に見せるのが腕の見せ

所とがんばりますね。それは、「やらせ」でも「演出」でもなく『構成の範囲』だと

思い込まないと仕事が出来ませんからね。 

 
 と言うことで、今日はカメラを肩にネタ探しに出ようかと思っていたのですが、早

い時間は出かけても仕方ないですね。 
 なんだか「寄せ太鼓コンテスト」なんてのもあるようですが、毎年やっている『響

鼓・イン・熊野』とは別物らしいです。 
 と、言うより、『響鼓・イン・熊野』のポスターをまだ見ないような気がします。

やるのだとは思いますが・・・ 

 
 ＪＲの『さわやかウォーク』のような公募したツアーは別として、三重県などが企

画するイベントはお金が掛かる割りに、外部とのつながりが無く、内向きになりがち

です。 
 誘致活動中などは「仕込みの参加者」でバスを埋めて走ってきていましたが、今で

はその「仕込まれる人」も飽きてきていますからね。 
 確かに、そうしたことが好きな人、熱心な人も居ます。 
 新聞やテレビでも取り上げてくれています。 
 でも、誘致運動開始から、ほぼ 10 年経ちました。 
 最初に立ち上がった熱心な人も 10 歳年をとりました。 
 『熊野古道』は千年ほど同じ場所を通っていますが、住む人はどんどん入れ替わっ

てゆきますね。 
 僻地ゆえにありがたがられた『熊野詣』、そして、そのために難行苦行して歩いた

「街道」だけをみてくださいと言う『熊野古道観光』の難しさがあります。 

 
 昨日辺りから本町筋、石畳の通りでは夜になると『行灯』が軒先にぶら下がって灯

りが入っています。 
 こうした、熊野古道関連の行事があるときに、預かっている家が軒先に掛けてよる



には点灯するのです。 
 でも、日が暮れてから木本の町を散策する観光客は皆無なんですよね。 
 熊野古道華やかなりし頃なら、日が暮れてようやく木本にたどり着いた旅人がふら

ふらと歩いたかもしれません。 
 木本が交通の要所であった、紀勢線全通前なら、連絡バスがなくなった時間に着い

た旅人が木本の旅館に泊り、夜ともなれば、飲み屋を探してふらついたでしょうけど

ね。 

 
Tags:熊野古道 世界遺産 モノクロ      by je2luz | 2009-07-11 10:57 

 

 

 

2009 年  07 月  12 日  

熊野の旅 熊野古道歩きの弁当 3 まつ家鮨  

 熊野古道歩きのお昼弁当について、1 ではお惣菜屋さん「やまか」、2 では食堂「中

西屋」の弁当を紹介しました。 
 今度も同じ道筋、記念通りにあるすし屋、「まつや」の弁当を取り上げます。 

 



 このすし屋さんは、熊野市駅から記念通りを「松本峠」に向かって歩くと、前の二

軒同様右手にあります。 
 木本小学校を通り越してすぐの角です。営業中は暖簾が上がり、このようにサンプ

ルを道に出していますから気がつくでしょう。 
 この「まつや」さんは本当のすし屋さんで、江戸前の系統ですね。でも、こうして

売っている弁当は、いわゆる酔っ払いが下げて帰る「にぎりの折り詰め」ではなく「巻

き寿司」です。熊野古道を歩いて、お昼に食べるのですから「にぎり」では具合が悪

いですからね。 
 もちろん、お店に入れば普通のすし屋さんのようににぎりが食べられますが、カウ

ンターで食べるすし屋ではなく「桶」で食べます。 
 ここはずっとご夫婦でやってこられています。 
 カウンターにいる職人が、「いらっしゃい！」と声を張り上げるタイプのすし屋で

はなく、昔の木本のすし屋風のテーブルに座ってゆっくり食べるタイプです。 
 応対は「大将」ではなく下の写真に写っている「おかみさん」がしてくれます。 
 静かで上品な方です。すし屋的ではないのかもしれませんけどね。 

 

 これで記念通りで手に入る『お弁当』三系統取り上げました。 
 もう一つには、『スーパーのお弁当』がありますね。 
 記念通りには「スーパー・オークワ」がでんと店を構えています。 
 色んな弁当がありますし、さんま寿司も用意されている時もあります。 
 ここは敢えて頼んでまで売り場の撮影はしません。 
 弁当コーナーは一番奥の突き当りです。 
Tags:熊野古道 熊野の味 モノクロ        by je2luz | 2009-07-12 11:02 

 

 



2009 年  07 月  13 日  

熊野の旅 熊野古道歩きのお弁当 ４ かね久  

 お惣菜屋、食堂、寿司屋、スーパー・コンビニの弁当の他に「仕出屋」の弁当って

のもあります。 
 熊野は小さな町ですから、都会のように大きな仕出屋さんはありません。 
 食堂の数が少ないので、お役所ではお昼ご飯に弁当を取り寄せる人が結構居ます、

しかし、狭い木本・井戸・有馬辺りに職員の多くが住んでいる市役所などでは、自宅

に食べに帰る職員も多くいるのです。その辺も昔の「役場」並みですね。だから、売

れる量も知れています。 
 それに、愛妻弁当持参の人も多いですね。 
 本格的仕出屋さんがあまり無いところですが、仕出し弁当的な弁当を売っている店

が、熊野市駅の前にあります。 
 駅から向かって右側…記念通りとは反対方向ですが、すぐのところにある『かね久』

です。 
 ここの店は全く縁が無いので一度も覗いたことが無くでどんな弁当なのか全く不

明です。ただ、お昼の時間になると、そこそこ人が入っています。 

 

 この場所は今でこそ少し人の流れとずれているのですが、もう少しすると大きな人

の流れの変化で人目につくかもしれません。 
 少なくとも、市に委託されたコンサルタントと今の市長さんの考えではそうなる物

と思います。 
 この「かね久」の向かい側は、「旧・国鉄用地」でした。買い手もつかない、田舎

の駅横の貨物用地なので熊野市が買い取ってあったものです。 
 いまさら駅に箱物を作る時期でも無いということだったので、しばらくは空き地の

ままで、職員や列車でよそへ行く人が使う無料駐車場になっていました。 
 しかし、今、ここに巨大な建物が建設中です。 
 『市立図書館』と「何とか会館」らしいです。 
 何しろ、駅前には『観光公社』から「土産物屋」なんて市の建物が近年出来て、更

にこれらも出来るのです。 
 『世界遺産』や『平成の大合併』で夕張の後を追うような予算が沸いてきたのでし



ょうかね。 
 各地の図書館が民間委託だなんだで苦しんでいる時に… 

 
 一時期、こうした市立図書館などの建設が流行ったことがあります。 
 私も裏日本まで視察に行ったこともあります。実に立派で、その頃動き出したパソ

コンの部屋もあって、幼児が遊ぶスペースまで供えた楽園に人形の出てくる時計台ま

で備えたのもありました。 
 感心するより、『なんじゃこりゃあ！』と言う感じでした。大都会ではない田舎の

市でしたけどね。 
 その時代の流れを引っ張った感覚の事業ですね。 
 その視察で出した結論は、「あんな物は熊野市には要らん！」でした。 
 確かに、本は文化ですし、本に親しんだ方が良いですけどね。 
 しかし…人口２万…すぐに１万５千ほどのなるのが見えているのにね。 
 熊野市は広大な面積で熊野市駅前まで来られない人が…いや、近くの人でも老人が

３割を越し、足が痛いし、目はかすむし…と言う時期になってからではねえ。 
 学校の図書室の書籍購入費もままならず、子供に読書の習慣もつけないできたのに、 
 大きな図書館を作って誰が利用するのでしょう？ 

 
 いやいや… 
 東大出の市長さんが考えたことですから、私のような凡人のとても考えが及ばない

秘策がおありなのでしょう。総理大臣より出身校も上ですから、「漫画の殿堂」より

は市民に喜んでもらえる物になるのだと思います。 
 ぜひ期待してください。 

 
 弁当屋の紹介のつもりだったのですが、店の前の工事現場のほうに目が行ってしま

いました。 
Tags:熊野市 熊野の味 クラシックカメラ         by je2luz | 2009-07-13 11:12 


